
資料１

長期優良住宅の普及の促進に関する法律施行令案等のパブリック
コメントの実施について

１．パブリックコメントの対象

（１）長期優良住宅の普及の促進に関する法律施行令案（資料１－１）

（２）長期優良住宅の普及の促進に関する法律施行規則案（資料１－２）

（３）長期優良住宅の普及の促進に関する基本的な方針案（資料１－３）

（４）長期使用構造等とするための措置及び維持保全の方法の基準を定める
件の案（資料１－４）

２．日程

（１）意見募集期間 平成２０年１２月２７日～平成２１年１月２５日

（２) 政省令等の公布 平成２１年２月中旬（予定）

（３）法令等の施行 平成２１年６月４日（予定）



- 1 -

政
令
第

号

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令

内
閣
は
、
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
八
十
七
号
）
第
二
条
第
三
項
各
号
及
び
第

六
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
住
宅
の
構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分
）

第
一
条

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
三
項
第
一
号
の
住
宅
の
構
造

耐
力
上
主
要
な
部
分
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
住
宅
の
基
礎
、
基
礎
ぐ
い
、
壁
、
柱
、
小
屋
組
、
土
台
、
斜
材
（
筋

か
い
、
方
づ
え
、
火
打
材
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
い
う
。
）
、
床
版
、
屋
根
版
又
は
横
架
材
（
は
り
、
け
た
そ
の

他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
い
う
。
）
で
、
当
該
住
宅
の
自
重
若
し
く
は
積
載
荷
重
、
積
雪
荷
重
、
風
圧
、
土
圧
若
し
く
は

水
圧
又
は
地
震
そ
の
他
の
震
動
若
し
く
は
衝
撃
を
支
え
る
も
の
と
す
る
。

（
住
宅
の
雨
水
の
浸
入
を
防
止
す
る
部
分
）

第
二
条

法
第
二
条
第
三
項
第
二
号
の
住
宅
の
雨
水
の
浸
入
を
防
止
す
る
部
分
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
住
宅
の
屋
根

若
し
く
は
外
壁
又
は
こ
れ
ら
の
開
口
部
に
設
け
る
戸
、
枠
そ
の
他
の
建
具
と
す
る
。

資料１－１
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（
住
宅
の
給
水
又
は
排
水
の
設
備
）

第
三
条

法
第
二
条
第
三
項
第
三
号
の
住
宅
の
給
水
又
は
排
水
の
設
備
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
住
宅
に
設
け
る
給
水
又
は

排
水
の
た
め
の
配
管
設
備
と
す
る
。

（
都
道
府
県
知
事
が
所
管
行
政
庁
と
な
る
住
宅
）

第
四
条

法
第
二
条
第
六
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
住
宅
の
う
ち
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第

九
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
を
置
く
市
町
村
の
区
域
内
の
も
の
は
、
同
法
第
六
条
第
一
項
第
四
号
に
掲

げ
る
建
築
物
（
そ
の
新
築
、
改
築
、
増
築
、
移
転
又
は
用
途
の
変
更
に
関
し
て
、
法
律
並
び
に
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
及
び
条

例
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
必
要
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）
以
外
の
建
築
物
で
あ
る
住
宅
と
す
る
。

２

法
第
二
条
第
六
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
住
宅
の
う
ち
建
築
基
準
法
第
九
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
建
築

主
事
を
置
く
特
別
区
の
区
域
内
の
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
住
宅
と
す
る
。

一

延
べ
面
積
（
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
延

べ
面
積
を
い
う
。
）
が
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
住
宅

二

そ
の
新
築
、
改
築
、
増
築
、
移
転
又
は
用
途
の
変
更
に
関
し
て
、
法
律
並
び
に
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
及
び
条
例
の
規
定
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に
よ
り
都
知
事
の
許
可
を
必
要
と
す
る
住
宅
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の

十
七
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
許
可
に
関
す
る
事
務
を
特
別
区
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
当
該

住
宅
を
除
く
。
）

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
一
年
六
月
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
国
土
交
通
省
組
織
令
の
一
部
改
正
）

２

国
土
交
通
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
十
八
条
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

四

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
八
十
七
号
。
第
十
七
条
及
び
第
十
八
条
を
除

く
。
）
の
規
定
に
よ
る
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
こ
と
。



- 4 -

理

由

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
そ
の
点
検
等
が
長
期
優
良
住
宅
の
維
持
保
全
に
該
当
す
る

こ
と
と
な
る
住
宅
の
構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分
等
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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長期優良住宅の普及の促進に関する法律施行規則案について 
 
１．背景 

長期にわたり良好な状態で使用するための措置がその構造及び設備について講

じられた優良な住宅の普及を促進するため、国土交通大臣が策定する基本方針、所

管行政庁による長期優良住宅建築等計画の認定、当該認定を受けた長期優良住宅建

築等計画に基づき建築及び維持保全が行われている住宅についての住宅性能評価

に関する措置等について定める長期優良住宅の普及の促進に関する法律（平成20

年法律第87号。以下「法」という。）が平成20年 12月５日に公布されたところで

あり、同法の規定に基づき、省令を定める必要がある。 

 
 
２．制定概要 

（１）長期使用構造等とするための措置（法第２条第４項各号関係） 
法第２条第４項各号に掲げる事項に関する措置の具体的内容については、国土交
通大臣が定めるものとする。 

 
（２）長期優良住宅建築等計画の認定の申請及び通知（法第５条第１項～第３項、第

７条関係） 
・申請書の様式及び申請書に添付する図書を定める。 
・認定通知書の様式等を定める。 

 
（３）長期優良住宅建築等計画の記載事項（法第５条第４項第６号関係） 

長期優良住宅建築等計画に建築の着手及び完了予定時期等を記載することを定め
る。 
 

（４）長期優良住宅建築等計画の認定基準（法第６条第１項第２号及び第４号関係） 
○法第６条第１項第２号に規定する住宅の規模は、以下の通りとする（ただし、
住戸の少なくとも一の階の床面積が40平方メートルを下回らないもの。）。 
・一戸建ての住宅においては、床面積の合計が 75平方メートル（所管行政庁が
55平方メートルを下回らない範囲で別に定める場合はその面積。）。 

・共同住宅等においては、１戸の床面積が 55 平方メートル（所管行政庁が 40
平方メートルを下回らない範囲内で別に定める場合はその面積。）。 

 
○法第６条第１項第４号イに規定する維持保全の方法の基準については、国土交
通大臣の定めるところにより、点検の時期及び内容が長期優良住宅建築等計画
に定められていることとする。 

 
（５）長期優良住宅建築等計画の軽微な変更（法第８条第１項関係） 

長期優良住宅建築等計画の変更の認定申請を必要としない軽微な変更（建築の着
手及び完了予定時期の一定期間内の変更等）について定める。 

 
（６）長期優良住宅建築等計画の変更の認定の申請及び通知（法第８条関係） 

・変更認定申請書及び変更認定通知書の様式等を定める。 
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（７）長期優良住宅建築等計画の地位の承継の申請及び通知（法第10条関係） 
・承認申請書及び承認書の様式等を定める。 

 
（８）認定計画実施者が行うべき記録の作成及び保存（法第11条第１項関係） 

認定長期優良住宅建築等計画の建築及び維持保全の状況について記録すべき内容
（認定に係る事項、実施した維持保全の内容等）及び電磁的記録媒体での保存が
可能なことを定める。 

 
（９）認定長期優良住宅の維持保全に必要な資金の貸付けを行う金融機関（法第 18

条第１項関係） 
高齢者が自ら居住する認定長期優良住宅の維持保全に必要な資金の貸付けを、死
亡時一括償還の方法で行う金融機関について定める。 

 
（10）読み替え規定（法第18条第１項関係） 

死亡時一括償還の貸付けを行う金融機関の債務保証を高齢者居住支援センターが
行うために、所要の読み替え規定を定める。 
 

（11）その他 
本省令は、法の施行日（平成 21年６月４日）から施行する。 

 
 

３．スケジュール 

公布：平成 21年２月中旬（予定） 

施行：平成 21年６月４日（法律の施行日：平成 21年６月４日） 
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○
国
土
交
通
省
告
示
第

号

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
八
十
七
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次

の
よ
う
に
公
表
す
る
。

平
成
二
十
一
年

月

日

国
土
交
通
大
臣

金
子

一
義

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

住
生
活
基
本
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
六
十
一
号
）
に
お
い
て
は
、
ス
ト
ッ
ク
重
視
の
住
宅
政
策
に
転
換
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
「
い
い
も
の
を
作
っ
て
、
き
ち
ん
と
手
入
れ
し
て
、
長
く
大
切
に
使
う
」
社
会
へ
移
行
す
る
こ
と
が
重

要
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
か
ん
が
み
、
住
宅
を
長
期
に
わ
た
り
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
宅
の
解
体

や
除
却
に
伴
う
廃
棄
物
の
排
出
を
抑
制
し
、
環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
す
る
と
と
も
に
、
建
替
え
に
係
る
費
用
の
削
減
に

よ
っ
て
国
民
の
住
宅
に
対
す
る
負
担
を
軽
減
し
、
よ
り
豊
か
で
、
よ
り
優
し
い
暮
ら
し
へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
が
制
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
基
本
的
な
方
針
は
、
法
の
趣
旨
に
則
り
、
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
を
促
進
す
る
た
め
の
施
策
が
効
率
的
か
つ
効

果
的
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
の
意
義
に
関
す
る
事
項
等
の
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の

で
あ
る
。

資料１－３
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一

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
の
意
義
に
関
す
る
事
項

１

背
景
及
び
必
要
性

少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
や
環
境
問
題
の
深
刻
化
等
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
住
宅
の
「
量
」
の

確
保
だ
け
で
は
な
く
、
住
宅
及
び
居
住
環
境
の
「
質
」
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
の
住

宅
政
策
に
お
い
て
は
、
住
生
活
基
本
法
に
定
め
ら
れ
た
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
住
生
活
基
本
計
画
（
全
国
計
画
）

（
平
成
十
八
年
九
月
十
九
日
閣
議
決
定
）
に
掲
げ
た
目
標
の
実
現
に
向
け
、
住
宅
単
体
の
み
な
ら
ず
居
住
環
境
を

含
む
住
生
活
全
般
の
「
質
」
の
向
上
を
図
り
、
良
質
な
ス
ト
ッ
ク
を
将
来
世
代
へ
承
継
す
る
た
め
の
政
策
に
転
換

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
特
に
、
住
宅
は
国
民
の
経
済
活
動
や
社
会
生
活
の
基
盤
で
あ
り
、
長
期
に
わ
た
る
住
生

活
の
安
定
及
び
向
上
を
実
現
す
る
上
で
不
可
欠
で
あ
る
貴
重
な
資
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
良
質
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク

の
形
成
を
図
り
、
そ
の
長
期
使
用
の
促
進
を
図
る
こ
と
は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

２

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
を
め
ぐ
る
状
況

我
が
国
に
お
い
て
取
り
壊
さ
れ
る
住
宅
の
平
均
築
後
年
数
は
、
欧
米
諸
国
に
比
べ
る
と
短
い
状
況
で
あ
る
。
ま

た
、
我
が
国
の
住
宅
流
通
市
場
全
体
に
占
め
る
既
存
住
宅
の
流
通
シ
ェ
ア
は
、
欧
米
諸
国
に
比
べ
る
と
格
段
に
低

い
状
況
で
あ
る
。

３

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
を
図
る
こ
と
の
重
要
性

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
資
産
価
値
の
向
上
を
も
た
ら
し
、
次
の
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よ
う
な
種
々
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
み
出
す
こ
と
と
な
る
。

環
境
負
荷
の
低
減
等

（１）

次
世
代
の
社
会
の
課
題
を
考
え
る
と
、
今
後
急
速
に
世
界
の
人
口
が
増
加
し
、
途
上
国
の
経
済
が
成
長
す
る

中
で
、
資
源
の
枯
渇
と
と
も
に
地
球
環
境
問
題
が
深
刻
な
課
題
に
な
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
つ

く
っ
た
も
の
を
世
代
を
超
え
て
長
持
ち
さ
せ
て
大
事
に
使
う
「
持
続
可
能
社
会
」
へ
の
転
換
に
向
け
て
、
我
が

国
は
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
れ
は
、
資
源
消
費
量
や
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
削
減
に
も
資
す
る
。

す
な
わ
ち
、
良
質
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
を
形
成
し
て
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
は
、
将
来
の
世
代
の
暮
ら
し
を

豊
か
に
し
つ
つ
、
地
球
環
境
を
保
全
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国
の
滅
失
住
宅
の
平
均
築
後
年
数
は
欧
米
諸
国
に
比
べ
て
短
い
状
況
で
あ
る
。
ま
た

、
近
年
、
建
設
廃
棄
物
の
排
出
量
は
減
少
し
て
い
る
一
方
で
、
建
築
関
連
の
産
業
廃
棄
物
は
量
及
び
割
合
と
も

増
大
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
住
宅
関
連
の
産
業
廃
棄
物
は
建
築
関
連
の
産
業
廃
棄
物
の
半
数
以
上
を
占
め

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

地
球
環
境
問
題
が
国
際
的
に
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
状
況
に
お
い
て
は
、
住
宅
を
長
期
に
わ
た
り
使
用

し
て
建
替
え
を
減
ら
す
こ
と
は
、
環
境
負
荷
の
低
減
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
地
域
建
材
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
抑
制
や
地
域
活
性
化
に
寄
与
す
る
。

国
民
負
担
の
軽
減

（２）
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長
期
優
良
住
宅
の
普
及
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
宅
の
建
替
え
を
減
ら
し
、
費
用
を
削
減
す
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
削
減
分
を
最
新
設
備
の
導
入
や
リ
フ
ォ
ー
ム
等
に
よ
る
住
生
活
の
「
質
」
の
向
上
に
活
か
す
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
福
祉
や
余
暇
活
動
等
に
充
て
る
こ
と
で
、
経
済
的
な
ゆ
と
り
や
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
社
会
の

実
現
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
現
状
の
四
倍
程
度
の
長
期
に
わ
た
っ
て
住
宅
を
使
用
し
た
場
合

、
住
宅
の
建
築
、
取
得
、
維
持
保
全
に
必
要
な
費
用
全
体
で
三
分
の
二
程
度
に
縮
減
さ
れ
る
こ
と
も
可
能
と
の

試
算
が
あ
る
。

国
民
資
産
の
向
上

（３）

我
が
国
の
国
富
は
土
地
に
偏
っ
て
お
り
、
住
宅
資
産
の
割
合
は
ア
メ
リ
カ
で
は
三
割
を
占
め
る
一
方
、
我
が

国
で
は
一
割
に
も
満
た
な
い
状
況
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
長
期
優
良
住
宅
を
建
築
し
、
適
切
な
維
持
保
全
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
住
宅
の
資
産
価
値
が
維
持
さ
れ
、
国
民
の
住
宅
に
係
る
資
産
の
割
合
が
向
上
し
て
我
が
国

の
国
富
構
造
を
是
正
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
ほ
か
、
ス
ト
ッ
ク
重
視
の
国
民
意
識
の
醸
成
に
も
つ
な
が
る
。

二

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
基
本
的
事
項

１

国
、
地
方
公
共
団
体
等
の
各
主
体
の
役
割

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
住
宅
の
建
築
主
等
が
、
長
期
優
良
住
宅
の
建
築
及
び
維
持
保

全
を
行
う
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
こ
う
し

た
建
築
主
等
の
取
組
を
で
き
る
限
り
支
援
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
建
築
主
等
に
と
っ
て
長
期
優
良
住
宅
の
建
築
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及
び
維
持
保
全
を
行
い
や
す
い
環
境
の
整
備
や
負
担
軽
減
の
た
め
の
制
度
の
構
築
な
ど
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
よ

う
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

２

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
を
促
進
す
る
た
め
の
各
種
施
策

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
を
促
進
す
る
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方

（１）
①

長
期
優
良
住
宅
の
建
築
の
促
進

住
宅
を
長
期
に
わ
た
り
良
好
な
状
態
で
使
用
す
る
た
め
に
は
、
物
理
的
耐
用
性
（
耐
久
性
、
耐
震
性
及
び

維
持
保
全
容
易
性
）
及
び
社
会
的
耐
用
性
（
可
変
性
）
に
優
れ
た
住
宅
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
ほ
か
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
性
能
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
な
ど
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
べ
き
社
会
的
資
産
と
し
て
政
策
的

に
誘
導
す
べ
き
性
能
を
備
え
て
い
る
こ
と
や
住
環
境
へ
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
性
能
等
を

備
え
た
長
期
優
良
住
宅
の
建
築
を
促
進
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

②

長
期
優
良
住
宅
の
維
持
保
全
の
促
進

耐
久
性
に
優
れ
た
住
宅
で
あ
っ
て
も
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
変
化
等
に
あ
わ
せ
て
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
り
、

設
備
を
更
新
し
な
け
れ
ば
陳
腐
化
す
る
こ
と
と
な
る
。
住
宅
を
長
期
に
わ
た
り
良
好
な
状
態
で
使
用
す
る
た

め
に
は
、
定
期
的
に
点
検
又
は
調
査
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
修
繕
又
は
改
良
を
行
う
等
、
維
持
保
全
を
適

切
に
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
住
宅
の
所
有
者
等
に
対
し
、
維
持
保
全
の
重
要
性
を
啓

発
し
、
情
報
提
供
や
環
境
整
備
を
行
う
こ
と
等
に
よ
り
適
切
な
維
持
保
全
の
実
施
を
誘
導
す
る
よ
う
配
慮
す
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る
こ
と
と
す
る
。

③

既
存
住
宅
の
流
通
の
促
進

住
宅
を
長
期
に
わ
た
り
良
好
な
状
態
で
使
用
す
る
た
め
に
は
、
住
宅
が
必
要
と
さ
れ
な
く
な
っ
た
場
合
に

、
当
該
住
宅
を
必
要
と
す
る
別
の
者
に
譲
渡
さ
れ
、
そ
の
使
用
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の

際
に
は
、
既
存
住
宅
の
品
質
又
は
性
能
に
関
す
る
不
安
、
情
報
不
足
を
解
消
し
、
既
存
住
宅
の
流
通
を
促
進

す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

①
か
ら
③
ま
で
に
お
い
て
挙
げ
た
課
題
を
解
決
し
、
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
建
築

、
維
持
保
全
及
び
流
通
の
各
段
階
又
は
全
体
に
お
い
て
、
行
政
や
関
係
業
界
の
み
な
ら
ず
、
国
民
一
般
を
含
め

た
新
た
な
社
会
モ
デ
ル
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
金
融
及
び
税
制
を
含
め
て
総
合
的
な
施
策
を
講

ず
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

建
築
段
階
に
お
け
る
施
策

（２）
①

長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
の
認
定
制
度
の
意
義

長
期
優
良
住
宅
の
建
築
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
先
導
的
な
取
組
に
対
し
て
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
し

、
そ
の
普
及
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
の
認
定
制
度
を
活
用
し
、
長

期
優
良
住
宅
の
建
築
、
維
持
保
全
及
び
流
通
を
図
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
と
す
る
。

②

長
期
優
良
住
宅
の
建
築
及
び
取
得
時
の
負
担
の
軽
減
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長
期
優
良
住
宅
は
、
一
般
的
な
住
宅
と
比
較
し
て
建
築
に
係
る
費
用
が
あ
る
程
度
高
く
な
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
。
長
期
優
良
住
宅
の
建
築
及
び
取
得
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
新
た
な
社
会
モ
デ
ル
へ
の
変
革
を
先

導
す
る
公
共
性
を
有
す
る
投
資
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め

、
税
制
上
及
び
予
算
上
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
償
還
期
間
を
延
長
し
毎
月
の
返
済
額
の
引
下
げ
を
図

り
、
担
保
と
な
る
住
宅
以
外
に
も
支
払
い
の
責
任
が
遡
及
し
な
い
非
遡
及
型
ロ
ー
ン
（
ノ
ン
リ
コ
ー
ス
・
ロ

ー
ン
）
が
提
供
さ
れ
る
仕
組
み
の
構
築
等
を
図
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

維
持
保
全
段
階
に
お
け
る
施
策

（３）
①

住
宅
の
計
画
的
な
点
検
又
は
調
査
、
及
び
必
要
に
応
じ
た
修
繕
又
は
改
良
等
の
実
施
等

長
期
優
良
住
宅
を
長
期
に
わ
た
り
良
好
な
状
態
で
使
用
す
る
た
め
に
は
、
維
持
保
全
に
関
す
る
計
画
に
従

っ
て
、
計
画
的
な
点
検
又
は
調
査
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
修
繕
又
は
改
良
等
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
維
持
保
全
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
居
住
者
に
と
っ
て
良
好
な
居
住
環
境
が
維
持
さ
れ
る
ほ
か
、
長
い

目
で
見
る
と
維
持
保
全
に
係
る
費
用
の
軽
減
や
資
産
価
値
の
維
持
が
期
待
で
き
る
。

ま
た
、
計
画
的
な
点
検
、
修
繕
等
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
か
ら
、
こ
れ
ら
に
対
応
し
た
住
宅
の
瑕
疵
に
係
る

保
険
等
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

さ
ら
に
、
数
世
代
に
わ
た
り
社
会
的
資
産
と
し
て
の
住
宅
ス
ト
ッ
ク
を
活
用
し
て
い
く
た
め
、
維
持
保
全

に
関
す
る
技
術
の
開
発
、
普
及
及
び
人
材
の
育
成
を
進
め
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
と
す
る
。



- 8 -

②

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
支
援

長
期
優
良
住
宅
を
長
期
に
わ
た
り
良
好
な
状
態
で
使
用
す
る
た
め
に
は
、
内
装
や
設
備
等
に
つ
い
て
、
社

会
的
な
要
請
や
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
変
化
等
に
応
じ
た
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
い
、
住
宅
の
陳
腐
化
を
防
止
す
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
資
産
価
値
の
維
持
及
び
向
上
を
図
る
面
か
ら
も
、
適
時
適
切
な
リ
フ
ォ
ー
ム
の
実
施

が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
健
全
な
リ
フ
ォ
ー
ム
市
場
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
リ
フ
ォ
ー
ム

事
業
者
に
関
す
る
情
報
提
供
や
相
談
体
制
を
充
実
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
リ
フ
ォ
ー
ム
の

資
金
調
達
が
困
難
な
高
齢
者
等
に
対
す
る
高
齢
者
居
住
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
債
務
保
証
が
活
用
さ
れ
る
よ

う
配
慮
す
る
こ
と
と
す
る
。

③

住
宅
の
管
理
体
制
の
整
備

長
期
優
良
住
宅
を
長
期
に
わ
た
り
良
好
な
状
態
で
使
用
す
る
た
め
、
設
計
や
建
築
の
段
階
か
ら
必
要
な
維

持
保
全
に
関
す
る
計
画
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
住
宅
を
適
切
に
管
理
す
る
た
め
の
体
制
を
整
備
す
る
よ
う

努
め
る
こ
と
と
す
る
。

マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
維
持
保
全
を
促
進
す
る
た
め
、
現
行
の
管
理
組
合
方
式
に
加
え
、
専

門
的
な
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者
が
責
任
を
持
っ
て
維
持
保
全
を
実
施
す
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
こ
と
と

す
る
。
ま
た
、
第
三
者
が
長
期
修
繕
計
画
の
作
成
の
支
援
等
を
行
う
仕
組
み
や
大
規
模
修
繕
等
を
円
滑
に
行

う
仕
組
み
を
構
築
す
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
と
す
る
。
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④

資
産
と
し
て
の
住
宅
の
活
用

住
宅
の
資
産
価
値
の
適
正
な
評
価
を
前
提
と
し
た
場
合
、
そ
の
資
産
価
値
を
活
用
し
て
融
資
す
る
仕
組
み

を
構
築
す
る
こ
と
で
高
齢
者
が
多
様
な
生
活
設
計
を
行
う
こ
と
を
可
能
と
す
る
た
め
、
死
亡
時
に
住
宅
を
処

分
し
て
一
括
返
済
す
る
リ
バ
ー
ス
・
モ
ー
ゲ
ー
ジ
が
提
供
さ
れ
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と

す
る
。

さ
ら
に
、
一
個
人
の
生
涯
を
大
き
く
超
え
る
長
期
に
わ
た
り
住
宅
が
使
用
さ
れ
る
新
た
な
社
会
に
お
い
て

は
、
戸
建
て
住
宅
等
に
お
い
て
も
、
従
来
の
よ
う
に
個
人
が
維
持
保
全
を
行
う
の
で
は
な
く
、
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
が
創
出
さ
れ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

流
通
段
階
に
お
け
る
施
策
等

（４）
①

既
存
住
宅
の
流
通
の
促
進

市
場
重
視
・
ス
ト
ッ
ク
重
視
の
住
宅
政
策
を
展
開
す
る
た
め
に
は
、
住
宅
の
質
が
適
切
に
評
価
さ
れ
、
適

切
な
価
格
で
安
心
し
て
既
存
住
宅
を
取
引
す
る
こ
と
が
で
き
る
流
通
市
場
の
形
成
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
国
民
が
円
滑
に
利
用
で
き
る
適
正
な
評
価
の
仕
組
み
を
構
築
し
、
既
存
住
宅
を
含
め
、
適

切
に
維
持
保
全
が
行
わ
れ
た
住
宅
の
資
産
価
値
が
適
正
に
評
価
さ
れ
る
市
場
環
境
を
整
備
す
る
よ
う
配
慮
す

る
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
既
存
住
宅
の
取
得
時
に
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
場
合
は
、
取
得
に
対
す
る
融
資
限
度
額
に
リ
フ
ォ
ー
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ム
に
係
る
費
用
を
上
乗
せ
す
る
な
ど
、
住
宅
の
質
や
資
産
価
値
の
維
持
及
び
向
上
を
図
る
た
め
の
施
策
を
講

ず
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
リ
フ
ォ
ー
ム
の
資
金
調
達
が
困
難
な
高
齢
者
等
に
対
す
る
高
齢
者
居
住
支
援
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
債
務
保
証
を
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
住
宅
の
資
産
価
値
の
維
持
及
び
向
上
を
踏
ま
え
、
新
た
な
住
宅
金
融
（
住
宅
を
売
却
す
る
際
に

売
主
の
住
宅
ロ
ー
ン
が
買
主
に
承
継
さ
れ
、
金
利
上
昇
局
面
に
お
い
て
、
従
来
の
低
金
利
を
そ
の
ま
ま
利
用

で
き
る
債
務
承
継
型
ロ
ー
ン
（
ア
シ
ュ
ー
マ
ブ
ル
・
ロ
ー
ン
）
）
の
実
現
を
図
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

②

既
存
住
宅
の
性
能
及
び
品
質
に
関
す
る
評
価
の
充
実
、
活
用
等

既
存
住
宅
の
購
入
時
の
不
安
解
消
や
適
切
な
維
持
保
全
の
実
施
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
専
門
的
か
つ
中

立
的
な
立
場
か
ら
の
評
価
及
び
助
言
を
受
け
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
た
め
、
専
門
的
技
術
の
確
立
並
び
に
当

該
技
術
を
円
滑
か
つ
的
確
に
運
用
す
る
た
め
の
体
制
の
整
備
及
び
充
実
を
図
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
既
存
住
宅
に
お
い
て
住
宅
性
能
評
価
書
が
売
買
契
約
書
に
添
付
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
当
該
評
価

書
に
表
示
さ
れ
た
性
能
を
有
す
る
住
宅
を
引
き
渡
す
こ
と
を
契
約
し
た
も
の
と
み
な
す
措
置
を
講
じ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
加
え
て
、
既
存
住
宅
の
経
年
劣
化
等
に
つ
い
て
簡
便
で
一
定
の
客
観
性
を
確
保
し
た
既
存
住
宅

の
評
価
手
法
の
検
討
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
さ
ら
に
、
既
存
住
宅
の
売
買
に
関
す
る
瑕
疵
に
係
る
保

険
等
の
内
容
の
充
実
を
図
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

③

既
存
住
宅
の
取
引
情
報
の
充
実
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既
存
住
宅
の
取
引
情
報
に
つ
い
て
は
、
土
地
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
や
指
定
流
通
機
構
（
レ
イ
ン
ズ
）
に
お

い
て
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
既
存
住
宅
の
売
却
又
は
取
得
を
行
お
う
と
す
る
者
に
対
す
る
情
報
提
供
の
充
実

が
よ
り
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
住
宅
の
性
能
及
び
品
質
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
も

、
簡
易
な
表
示
の
あ
り
方
や
入
手
の
容
易
性
な
ど
に
配
慮
し
つ
つ
、
価
格
情
報
と
の
連
携
を
視
野
に
入
れ
た

適
切
な
提
供
の
仕
組
み
を
確
立
す
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
と
す
る
。

④

住
替
え
・
二
地
域
居
住
の
支
援

個
人
の
多
様
な
価
値
観
や
生
活
に
最
適
な
条
件
を
満
た
す
住
ま
い
が
市
場
に
お
い
て
容
易
に
確
保
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
住
替
え
や
二
地
域
居
住
を
推
進
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
住
替
え
を

円
滑
化
す
る
仕
組
み
の
充
実
、
住
替
え
や
二
地
域
居
住
の
推
進
に
資
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
等
の
取
組

へ
の
支
援
、
住
替
え
や
二
地
域
居
住
に
有
益
な
各
種
の
情
報
提
供
の
推
進
等
に
加
え
、
住
宅
ロ
ー
ン
等
に
お

い
て
も
、
住
替
え
等
を
支
援
す
る
仕
組
み
を
推
進
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

記
録
の
整
備
・
活
用
等

（５）

既
存
住
宅
の
円
滑
な
流
通
や
計
画
的
な
維
持
保
全
を
行
う
た
め
、
住
宅
の
所
有
者
は
、
長
期
優
良
住
宅
の
建

築
及
び
維
持
保
全
の
状
況
に
関
す
る
記
録
（
以
下
「
住
宅
履
歴
書
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
こ
れ
を
保
存
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
新
築
、
増
改
築
、
点
検
、
修
繕
時
等
に
お
い
て
、
設
計
図
書
、
材
料
及
び
設
備
、
施

工
者
名
等
の
情
報
が
確
実
に
保
存
さ
れ
、
か
つ
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
適
切
な
点
検
、
修
繕
、
リ
フ
ォ
ー
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ム
等
が
可
能
と
な
り
、
快
適
な
生
活
環
境
を
長
期
に
わ
た
っ
て
効
率
的
に
確
保
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
蓄
積
さ

れ
る
情
報
の
信
頼
性
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
適
切
な
評
価
に
資
す
る
な
ど
安
心
し
て
既
存
住
宅
を
取
引

す
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
、
既
存
住
宅
の
流
通
時
に
お
け
る
活
用
が
期
待
さ
れ
る
ほ
か
、
災
害
や
事
故
の
際
に

も
、
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
住
宅
履
歴
書

の
作
成
及
び
保
存
を
容
易
に
す
る
た
め
、
必
要
な
援
助
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
住
宅
履
歴
書
に
つ
い
て
は
、
長
期
優
良
住
宅
以
外
の
住
宅
に
お
い
て
も
整
備
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ

と
と
す
る
。

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
に
向
け
た
啓
発
等

（６）
①

長
期
優
良
住
宅
の
建
築
、
維
持
保
全
及
び
流
通
を
担
う
人
材
の
育
成

長
期
優
良
住
宅
の
建
築
、
維
持
保
全
及
び
流
通
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
専
門
的
な
知
識
が
必
要
に

な
る
こ
と
か
ら
、
基
盤
と
な
る
建
築
物
に
関
す
る
技
術
開
発
の
支
援
及
び
誘
導
に
加
え
、
実
際
に
施
工
、
管

理
等
を
行
う
技
術
者
及
び
技
能
者
等
の
育
成
や
技
能
の
継
承
を
図
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、

長
期
優
良
住
宅
の
建
築
に
関
す
る
技
術
の
み
な
ら
ず
、
維
持
保
全
に
関
す
る
技
術
に
つ
い
て
、
更
な
る
開
発

、
普
及
並
び
に
人
材
の
養
成
及
び
資
質
の
向
上
を
進
め
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

②

国
民
に
対
す
る
情
報
提
供
、
事
業
者
か
ら
の
適
切
な
情
報
提
供
、
教
育
・
啓
発
活
動
の
充
実

長
期
優
良
住
宅
の
内
容
、
メ
リ
ッ
ト
、
維
持
保
全
の
方
法
、
売
却
時
、
賃
貸
時
及
び
住
替
え
時
に
お
け
る
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注
意
点
等
に
つ
い
て
、
国
や
、
長
期
優
良
住
宅
の
建
築
、
販
売
又
は
維
持
保
全
を
業
と
し
て
行
う
者
に
よ
る

国
民
に
対
す
る
情
報
提
供
を
充
実
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
住
宅
性
能
へ
の
関
心
や
住
宅
の
維
持
保
全
へ
の
意
識
の
向
上
な
ど
、
住
宅
を
長
く
大
切
に
使
用
す

る
こ
と
に
関
す
る
国
民
意
識
を
醸
成
す
る
た
め
に
は
、
子
供
の
頃
か
ら
住
宅
や
住
ま
い
方
に
関
す
る
教
育
を

受
け
る
こ
と
で
、
長
期
に
わ
た
り
使
用
可
能
な
質
の
高
い
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
形
成
や
そ
の
活
用
に
関
し
て
十

分
な
認
識
を
持
つ
と
と
も
に
、
自
ら
の
住
生
活
の
あ
り
方
に
つ
い
て
学
び
、
考
え
、
実
践
す
る
機
会
を
設
け

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

研
究
開
発
の
推
進

（７）

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
を
促
進
す
る
た
め
、
住
宅
の
建
設
に
お
け
る
木
材
の
使
用
に
関
す
る
伝
統
的
な
技
術

を
含
め
、
住
宅
の
構
法
、
材
料
、
施
工
技
術
の
開
発
及
び
維
持
保
全
技
術
の
開
発
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
成

果
の
普
及
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
。
併
せ
て
、
交
換
さ
れ
た
部
材
や
設
備
の
再
利
用
を
進
め
て
住
宅
関
連
の
産

業
廃
棄
物
を
減
少
さ
せ
る
た
め
の
研
究
開
発
や
成
果
の
普
及
を
図
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

三

長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
の
認
定
に
関
す
る
基
本
的
事
項

１

長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
及
び
そ
の
認
定
の
基
本
的
な
考
え
方

法
第
五
条
の
規
定
の
と
お
り
、
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
は
、
長
期
優
良
住
宅
の
建
築
及
び
維
持
保
全
に
関

す
る
計
画
で
あ
る
。
そ
の
認
定
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
住
宅
の
構
造
や
構
法
に
か
か
わ
ら
ず
、
認
定
可
能
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と
す
る
内
容
と
す
る
。

ま
た
、
新
た
な
技
術
開
発
の
成
果
を
、
認
定
基
準
へ
継
続
的
に
反
映
し
て
い
く
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
と
す
る
。

２

建
築
段
階
に
係
る
事
項

認
定
を
受
け
た
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
に
従
っ
て
長
期
優
良
住
宅
が
建
築
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め

、
所
管
行
政
庁
は
、
認
定
計
画
実
施
者
に
対
し
、
建
築
工
事
が
終
了
し
た
旨
の
報
告
を
求
め
る
こ
と
と
し
、
認
定

計
画
実
施
者
は
、
認
定
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
に
従
っ
て
建
築
工
事
が
行
わ
れ
た
旨
を
建
築
士
等
が
確
認
し

た
書
類
に
よ
り
報
告
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

３

維
持
保
全
段
階
に
係
る
事
項

認
定
計
画
実
施
者
は
、
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
に
基
づ
き
認
定
長
期
優
良
住
宅
の
維
持
保
全
を
実
施
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
建
築
士
や
維
持
保
全
に
係
る
専
門
的
な
知
識
及
び
経
験
を

有
す
る
者
を
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

ま
た
、
認
定
長
期
優
良
住
宅
が
マ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
る
場
合
に
は
、
認
定
計
画
実
施
者
は
、
長
期
優
良
住
宅
建
築

等
計
画
に
記
載
さ
れ
た
維
持
保
全
の
方
法
が
、
当
該
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
規
約
及
び
長
期
修
繕
計
画
に
お
い
て
も

反
映
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

４

良
好
な
景
観
の
形
成
そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る
居
住
環
境
の
維
持
及
び
向
上
へ
の
配
慮
に
係
る
事
項

第
六
条
第
一
項
第
三
号
の
「
良
好
な
景
観
の
形
成
そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る
居
住
環
境
の
維
持
及
び
向
上
に
配
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慮
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
長
期
優
良
住
宅
が
将
来
に
わ
た
っ
て
ま
ち
な
み
等
の
一
部
を
形
成

す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
地
域
の
ま
ち
な
み
等
と
の
調
和
が
図
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
観
点
か
ら
判
断
さ
れ
る
。

こ
の
た
め
、
認
定
を
受
け
て
建
築
を
し
よ
う
と
す
る
長
期
優
良
住
宅
が
、
例
え
ば
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三

年
法
律
第
百
号
）
第
四
条
第
九
項
に
規
定
す
る
地
区
計
画
等
、
景
観
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号
）
第
八
条

第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
景
観
計
画
、
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
六
十
九
条
第
一

項
に
規
定
す
る
建
築
協
定
、
景
観
法
第
八
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
景
観
協
定
、
条
例
に
よ
る
良
好
な
景
観
の

形
成
そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る
居
住
環
境
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
制
限
の
内
容
に
適
合
し
て
い
な
い
場
合
、

都
市
計
画
法
第
四
条
第
六
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
施
設
の
区
域
内
そ
の
他
の
住
宅
の
建
築
制
限
の
あ
る
区
域
内

に
あ
る
場
合
に
は
、
認
定
は
行
わ
な
い
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
こ
う
し
た
認
定
に
関
す
る
事
務
に
お
い
て
地
域
に

お
け
る
居
住
環
境
の
維
持
及
び
向
上
に
関
し
、
関
係
部
局
間
で
十
分
な
連
絡
調
整
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
に
お
け
る
居
住
環
境
の
維
持
及
び
向
上
に
配
慮
さ
れ
た
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
が
促
進
さ
れ
る
。

四

そ
の
他
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
重
要
事
項

１

国
、
地
方
公
共
団
体
、
事
業
者
等
の
各
主
体
の
相
互
連
携

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
を
効
果
的
に
図
る
た
め
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
住
宅
政
策
と
ま

ち
づ
く
り
、
林
野
等
の
関
係
行
政
分
野
と
の
連
携
を
図
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
地
域
性
豊
か
で
良

好
な
居
住
環
境
整
備
や
ま
ち
づ
く
り
等
を
地
域
が
主
体
的
に
進
め
て
い
く
た
め
、
行
政
と
、
行
政
の
役
割
を
補
完
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し
得
る
住
民
組
織
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
、
企
業
、
専
門
家
等
と
の
緊
密
な
連
携
を
図
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と

す
る
。

さ
ら
に
、
成
熟
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
ス
ト
ッ
ク
型
社
会
に
お
け
る
豊
か
な
住
生
活
の
実
現
に
向
け
、
長
期
に
わ

た
り
使
用
可
能
な
質
の
高
い
住
宅
が
国
民
全
般
に
浸
透
し
、
国
民
運
動
と
し
て
盛
り
上
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

２

住
宅
の
建
設
に
お
け
る
木
材
の
使
用
に
関
す
る
伝
統
的
な
技
術
の
継
承
及
び
向
上
へ
の
配
慮

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
の
た
め
の
施
策
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
住
生
活
基
本
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

地
域
材
の
利
用
、
技
能
者
の
育
成
な
ど
、
住
宅
の
建
設
に
お
け
る
木
材
の
使
用
に
関
す
る
伝
統
的
な
技
術
の
継
承

及
び
向
上
へ
の
配
慮
す
る
。
ま
た
、
国
産
材
（
国
内
で
生
産
さ
れ
た
木
材
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
適
切
な
利

用
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
我
が
国
に
お
け
る
森
林
の
適
正
な
整
備
及
び
保
全
が
図
ら
れ
、
地
球
温
暖
化
の
防

止
及
び
循
環
型
社
会
の
形
成
に
資
す
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
国
産
材
そ
の
他
の
木
材
を
使
用
し
た
長
期
優
良
住
宅

の
普
及
が
図
ら
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
。

３

そ
の
他
重
要
事
項

こ
れ
ま
で
に
挙
げ
て
き
た
も
の
以
外
に
も
、
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
を
促
進
す
る
た
め
、
関
連
制
度
等
に
つ
い

て
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
一
年
六
月
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。



長期使用構造等とするための措置及び維持保全の方法の基準を定める件の案について 

 

 

 

１．制定の趣旨 

長期優良住宅の普及の促進等に関する法律施行規則案において、長期使用構造等とす

るための措置（法第２条第４項各号関係）及び長期優良住宅建築等計画の認定基準の

うち、法第６条第１項第４号イに規定する維持保全の方法の基準について、国土交通

大臣が定めるものとされており、これに基づき、告示を定める必要がある。 

 

２．案の概要 

   「長期使用構造等とするための措置及び維持保全の方法の基準を定める件の案の概

要」による。 

 

３．スケジュール 

公布：平成 21 年２月中旬（予定） 

施行：平成 21 年６月４日（法律の施行日：平成 21 年６月４日） 

 

 

 

1

M-HOBJYS
テキストボックス
 資料１-４ 



 

長期使用構造等とするための措置及び維持保全の方法の基準を定める件の案の概要 

 

１．適用範囲 

新築住宅について適用する。 

 

２．長期使用構造等とするための措置 

次に掲げる基準を満たすこととなる措置又はこれと同等以上の措置とする。 

 

（１）劣化対策 

 ①求めるべき性能 

数世代にわたり、構造躯体が使用できること。 

 

②認定基準の具体的内容 

イ．鉄筋コンクリート造 

 劣化対策等級３に加え、コンクリート（軽量コンクリートを除く。以下同じ。）の

水セメント比が次の 1)又は 2)のいずれか（中庸熱ポルトランドセメント又は低熱ポ

ルトランドセメントを使用する場合にあっては 1)）に適合していること。ただし、

フライアッシュセメントを使用する場合にあっては混合物を除いた部分を、高炉セ

メントを使用する場合にあっては混合物の 10 分の３を除いた部分をその質量とし

て用いるものとする。 

1) 構造躯体等のコンクリートの水セメント比を 45%以下とすること 

2) 構造躯体等のコンクリートの水セメント比を 50%以下とし、かつ、水セメント比

50％の場合に等級３で求められるかぶり厚さを 1cm 上乗せすること 

 

（参考）劣化対策等級３の基準の内容（住宅性能表示制度） 

①セメントの種類 

②コンクリートの水セメント比 

水セメント比を 50%以下とするか、または、水セメント比を 55%以下とし、かつ、

かぶり厚さを 1cm 上乗せすること。 

③部材の設計・配筋 

④コンクリートの品質 

⑤施工計画 等 
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ロ．鉄骨造 

劣化対策等級３に加え、1)又は 2)のいずれかの基準に適合すること。 

1) 次の表の（い）の区分に応じ、（ろ）のいずれかの措置を講じること。 

      表 

（い） （ろ） 

防錆措置 
鋼材の厚さ 

一般部 最下階（地階を除く。）の注脚部 

15mm 以上 

↑ 

12mm 以上 

（等級３） 

 

 

評価方法基準の区分 2以上の塗膜

又はめっき処理 

12mm 以上 

↑ 

9mm 以上 

（等級３） 

評価方法基準の区分 1以上の塗

膜又はめっき処理 

評価方法基準の区分 3以上の塗膜

又はめっき処理 

9mm 以上 

↑ 

6mm 以上 

（等級３） 

評価方法基準の区分 2 以上の塗

膜又はめっき処理 

評価方法基準の区分 4 以上の塗膜

又はめっき処理 

6mm 以上 

↑ 

2.3mm 以上 

（等級３） 

評価方法基準の区分 4 以上塗膜

又はめっき処理 

評価方法基準の区分 5 以上の塗膜

又はめっき処理 

若しくは、評価方法基準の区分 4

のめっき処理及び f，g又は hのい

ずれかの塗膜 

 

2) 次に掲げる措置を講じること。 

a) 床下空間及び小屋裏空間（人通孔があれば１の空間とみなす。）ごとに点検口

を設置すること。 

b) 床下空間の有効高さを 330mm 以上とすること。ただし、浴漕を設置する部分等

やむ得ないと認められる部分にあって、床下空間の点検に支障をきたさない場

合はこの限りではない。 

 

ハ．木造 

劣化対策等級３に加え、次に掲げる措置を講じること。 

1) 床下空間及び小屋裏空間（人通孔があれば１つの空間とみなす。）ごとに点検口

を設置すること。 

2) 床下空間の有効高さを 330mm 以上とすること。ただし、浴漕を設置する部分等や

む得ないと認められる部分にあって、床下空間の点検に支障をきたさない場合は

この限りではない。 
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（参考）劣化対策等級３の基準の内容（住宅性能表示制度） 

①外壁の軸組等に対する措置 

外壁の軸組等については、通気構造措置の有無、樹種、薬剤処理、小径の組み

合わせで防腐・防蟻措置を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②土台の防蟻・防腐措置、浴室及び脱衣室の防水措置、地盤の防蟻措置 

③床下の防湿措置・換気措置 

④小屋裏の換気措置 等 

 

（２）耐震性 

①求めるべき性能 

極めて稀に発生する地震に対し、継続利用のための改修の容易化をはかるため、損

傷のレベルの低減をはかること。 

 

②認定基準の具体的内容 

次のイ、ロ又はハのいずれかによるものとする。 

イ．免震建築物であること（住宅性能表示制度に規定される免震建築物）。 

ロ．限界耐力計算による場合にあっては、次の 1)又は 2)のいずれかの措置を講じるこ  

と。 

1) 地上部分の各階の安全限界変形の当該階の高さに対する割合がそれぞれ 1/100  

（木造である階にあっては、1/40）以下であること。 

2) 木造の場合にあっては、各階の変形（平成 12 年国土交通省告示第 1457 号第９の

建築物に生ずる水平力と当該水平力により建築物に生ずる変位の関係を満たす

ものとする。）をそれぞれ当該各階の安全限界変形の 75％以下とした状態を安全

限界変形と読み替えて、評価方法基準第５の１の１－１（３）イの基準に適合す

ること。 

 

ハ．耐震等級（倒壊等防止）等級２の基準に適合すること（限界耐力計算による場合

を除く。） 

 

※時刻歴応答解析等による場合は上記と同等以上の性能を有することを確認するもの

とする。 

 

 

外壁構造 樹種 薬剤 小径

－ － 13.5

－ 現場処理 －

D1 － 12

ヒノキ等 － －

その他 － K3 －

通気構造
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（３）維持管理・更新の容易性 

①求めるべき性能 

構造躯体に比べて耐用年数が短い内装・設備について、維持管理（清掃・点検・補 

修）・更新を容易に行うために必要な措置が講じられていること。 

 

②認定基準の具体的内容 

次に掲げる基準に適合すること。 

イ．維持管理対策等級（専用配管）等級３ 

 

（参考）維持管理対策等級（専用配管）等級３の基準の内容（住宅性能表示制度） 

1) 構造躯体及び仕上げ材に影響を及ぼすことなく、点検及び清掃（排水管に限

る。）を行うことができること。 

2) 構造躯体に影響を及ぼすことなく専用配管の補修を行うことができること。 

3) 他住戸の専用部分に立ち入ることなく、当該住戸の専用配管の点検、清掃及

び補修を行うことができること。 

 

ロ．維持管理対策等級（共用配管）等級３ 

 ただし、共用配管について、区画された竪穴であるパイプスペース内に設置され

ており、維持管理の円滑な実施のために必要な措置が講じられている場合にあって

は、当該共用配管が専用部に立ち入らずに維持管理を行えることを求めないものと

する。 

 

（参考）維持管理対策等級（共用配管）等級３の基準の内容（住宅性能表示制度） 

1) 構造躯体及び仕上げ材に影響を及ぼすことなく、共用配管の点検、清掃及び

補修を行うことができること。 

2) 専用部分に立ち入ることなく共用配管の点検、清掃及び補修を行うことがで

きること。 

 

ハ．更新対策等級（共用排水管）等級３ 

ただし、共用排水管について、区画された竪穴であるパイプスペース内に設置さ

れており、更新の円滑な実施のために必要な措置が講じられている場合にあっては、

当該共用排水管が専用部に立ち入らずに更新を行えることを求めないものとする。 

 

（参考）更新対策等級（共用排水管）等級３の基準の内容（住宅性能表示制度） 

1) 更新時のはつり工事、配管切断工事等を軽減できる措置がとられている又は   

増設更新を行うことができること。 

2) 構造躯体に影響を及ぼすことなく共用排水管の更新を行うことができること。 

3) 専用部分に立ち入ることなく、共用排水管の更新を行うことができること。 
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（４）可変性 

①求めるべき性能 

居住者のライフスタイルの変化等に応じて間取りの変更が可能な措置が講じられて

いること。 

 

②認定基準の具体的内容 

躯体天井高（住宅性能表示制度に規定される住戸専用部の構造躯体等の床版等に挟ま

れた空間）が 2,650mm 以上であること。 

 

（参考）住宅性能表示制度の内容 

1) 躯体天井高（○mm 以上）を明示 

2) 住戸専用部の構造躯体の壁または柱の有無を明示 

 

（５）バリアフリー性能 

①求めるべき性能 

将来のバリアフリー改修に対応できるよう共用廊下等に必要なスペースが確保され

ていること。 

 

②認定基準の具体的内容 

高齢者等対策等級（共用部分）等級３に適合すること。ただし、手すり、段差及び

高低差については適用しない。 

 

（６）省エネルギー性能 

①求めるべき性能 

必要な断熱性能等の省エネルギー性能が確保されていること。 

 

②認定基準の具体的内容 

省エネルギー対策等級４に適合すること。 

 

３．維持保全の方法の基準 

（１）基準の考え方 

建築時から将来を見据えて、定期的な点検等に関する計画が策定されていることを求

める。 

 

（２）認定基準の具体的内容 

① 法第２条第３項各号に掲げる部分について、仕様、点検の項目及び予定時期が指定

されたものであること。 

※法第２条第３項各号に掲げる部分 

1) 基礎、土台、壁、柱等（構造耐力上主要な部分関係） 

2) 屋根、開口部等（雨水の浸入を防止する部分関係） 

3) 給水又は排水の配管設備（給水設備・排水設備関係） 
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② ①に掲げる部分の点検の予定時期がそれぞれ点検又は更新から 10 年を超えないも

のであること。 

③ 地震時及び台風時の臨時点検を実施することとされていること。 

④ 住宅の劣化状況等に応じて、維持保全の方法について見直しを行うこととされてい

ること。 

⑤ 長期優良住宅建築等計画に変更があった場合に必要に応じて維持保全の方法の変更

することとされていること。 
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長期優良住宅の認定基準案の概要（一覧）
性能項目等性能項目等

○建築時から将来を見据えて、定期的な点検等に関する計画が策

されていること。

維持保全の方
法

○良好な居住水準を確保するために必要な規模を有すること。住戸面積

○良好な景観の形成その他の地域における居住環境の維持及び向上に配

慮されたものであること。

居住環境

○断熱性能等の省エネルギー性能が確保されていること。省エネルギー性

○将来のバリアフリー改修に対応できるよう共用廊下等に必要なスペースが

確保されていること。

バリアフリー性

○居住者のライフスタイルの変化等に応じて間取りの変更が可能な措置が

講じられていること。

可変性

○構造躯体に比べて耐用年数が短い内装・設備について、維持管理（清掃・

点検・補修）・更新を容易に行うために必要な措置が講じられていること。

維持管理・ 更
新の容易性

○極めて稀に発生する地震に対し、継続利用のための改修の容易化を図る

ため、損傷のレベルの低減を図ること。

耐震性

○数世代にわたり住宅の構造躯体が使用できること。劣化対策

M-HOBJYS
テキストボックス
 参考




